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失敗事例のタイトル

ボイラ設備 1.4K排蒸気配管の応力腐食割れ 
一次原因（材料要素）

アルカリSCC

機種

ボイラ

部品

配管

材料

炭素鋼 STPG38 
概略の寸法

8B,10B 

損傷発生時の状況

排蒸気主管ティー継ぎ手溶接部に亀裂発見

調査内容とその結果

亀裂部のミクロ検査結果、粒界割れ。フラッシュタンク出口上記を分析した結果、PO４：5ppm、pH10.5。苛
性アルカリによる応力腐食割れと判断

損傷発生のシナリオ

ボイラのブロー水（清缶剤混入）が同伴、濃縮したことにより配管の溶接部および近傍に苛性アルカリによる

応力腐食割れを起こした。

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）

フラッシュタンク構造を変更した

教訓

ボイラ周りの応力腐食割れは構造上、水処理、運転など要因複雑。

備考

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか
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